
������
｢康寧を目指して｣ という, きわめて大きいタ

イトルをつけたが, ｢運動ができることは健康で

ある｣ くらいに捉えて貰えればありがたい｡ 人の

運動は, 人が動物としての存在であるから, 人は

－���－
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運動なしでは有り得ないということである｡

感覚・運動系の中の, ����と������
について述べたい｡

最後に少し, ��について触れさせて頂きたい｡���������������
運動単位���������は, 身体運動をするための
筋力の源となっているもので, 筋力発現の生理的

機能単位である｡ 運動単位は, １つの運動神経と,

それに支配されている筋線維群のことをいう｡

運動単位の説明図である �図１�｡ ２つの運動
単位が示されている｡ １個の脊髄運動神経とそれ

に支配されている筋線維群が運動単位である｡ こ

の運動神経へは脳からの運動指令や, 末梢からの

感覚情報などが入力されて, 興奮性シナプスと抑

制性シナプスのシナプス電位の代数和が興奮の閾

値を越えると, 運動神経細胞に活動電位が発生し

て, それを運動神経線維が筋線維まで伝える｡ す

なわち, 運動神経は運動発現の最終共通路 ������������������となっている｡ 筋線維は活動電
位を受けると興奮して, 活動電位を発生し, 収縮

する｡ それが筋力である｡ ある筋肉に属している

運動単位が, １個, ２個, ３個と活動数を増やし

ていくと, 筋力が増大する｡ 運動単位の活動数が

筋力増大の１つの要素となっている｡ また, 活動

している運動単位の放電頻度が増すと, その運動

単位の発生する張力が増大する｡ 運動単位の放電

頻度が筋力増大のもう一つの要素である｡ 我々は,

運動単位の活動数と放電頻度の２つの要素で筋力

を調節している｡

運動単位の活動する振る舞いを調べるには, 運

動単位の活動電位を捉えて, 記録する｡ それには

種々の電極が用いられるが, 図２は, コイル型の

筋内埋め込み電極の作成方法を示している｡ この

電極は倉田が開発したものである｡

図３は, コイル型の筋内埋め込み電極を用いた

運動単位の活動電位の記録である｡ 最大速度の膝

関節伸展と片足ジャンプの前後の, ２つの単一運

動単位のスパイク電位が記録されている｡ スパイ

ク波形は変化していない｡

学会発表が近づいても, データが取れない｡ こ
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図１. 運動単位の説明図｡ (文献��より) 図２. コイル型の筋内埋め込み電極の作成ステッ
プ｡ (文献��より)

図３. 運動単位のスパイク電位の記録｡ ２つの運
動単位のスパイクが示されている｡ Ｂ；最
大速度の膝関節伸展時の放電｡ Ａ, Ｃ；Ｂ
の記録の前, 後のスパイク波形｡ Ｅ；片足
跳びの際の放電｡ Ｄ, Ｆ；Ｅの記録の前､
後のスパイク波形｡ �および�のスパイク
波形に変化は認められない｡ 時標；��������(文献��より)



れまでは等尺性収縮の条件で実験をやっていたが,

そのときは等張性収縮の条件で実験をしていた｡

電極がずれてしまって, 単一運動単位の活動電位

の記録が安定して取れない｡ 困り果てて, 開き直っ

た｡ これまでの電極ではダメだ｡ 筋肉が短縮して

動いても, ずれない安定した電極を作らなければ

ならない｡ 学会直前なのに, 新しい電極づくりに

没頭した｡ コイル型の電極を思いつき, 作った｡

うまくいった｡ �����������������������
図４は, 単一運動単位の活動参加する際と, 最

大随意収縮の際の活動電位の記録である｡

活動参加する際 (活動参加閾値張力) の記録

(上) と, 最大随意収縮の際 (下) の記録が示さ

れている｡

図５は, スパイクトリガー張力平均加算法によ

る単一運動単位の単収縮張力曲線の記録 (小指外

転筋) である｡ 単収縮張力；約４ｇ重, 収縮時間；

約����である｡
図６は, ヒトの種々の筋の単収縮張力曲線の記

録である｡ 収縮時間は, 総指伸筋；約����, 上
腕二頭筋；約����, 内側広筋；約�����, 腓腹筋；
約�����, 下腿三頭筋；約�����である｡����������������������������
種々の単一運動単位の単発スパイク波形の記録

である (図７)｡ 張力を徐々に増大させていき,

倉田：最終講義録 康寧を目指して
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図４. 単一運動単位のスパイクと筋張力の同時記
録｡ 活動参加時 (上) と最大随意収縮時
(下) の記録｡ (文献�����より)

図５. スパイクトリガー張力平均加算法による単
一運動単位の単収縮張力曲線の記録 (小指
外転筋)｡ (文献�����より)

図６. ヒトの種々の筋の単収縮張力曲線の記録｡
(文献��より)

図７. 種々の単一運動単位の単発スパイクの記録｡
(文献５より)



スパイクの発現をモニターで見て張力を減少させ

る時, 単一運動単位の単発スパイクの記録ができ

る｡ 種々の運動単位の様々な波形が示されている｡

単一運動単位の単発スパイク発現の確率が示し

てある (表１)｡ ヒトの随意運動では, 筋収縮は

強縮であると言われていたが, 単一運動単位の単

発スパイクが����％―����％の高い確率で発現す
ることが新たに認められた｡

単一運動単位のスパイク放電の持続的記録であ

る (図８)｡ ヒトの随意運動では, ��分程度スパ
イク放電が持続して活動交代することは知られて

いたが, ��分以上の長時間にわたってスパイク放
電が持続することは新しい知見である｡

種々の単一運動単位の活動参加する際の張力

(活動参加閾値張力) の変動である (図９)｡ それ

ぞれの単一運動単位の活動参加閾値張力は, 多少

の変動をしながらも一定の値を長時間にわたって

維持していることが新たに認められた｡

長時間にわたる単一運動単位の活動参加閾値張

力の変動である (図��)｡ ��時間の長時間にわたっ
て単一運動単位 (内側広筋) の活動参加閾値張力

が, 多少の変動を伴いながらも一定の値を維持す

ることが認められた｡ 尿意によって変動が起こる｡
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表１. 種々の単一運動単位の単発スパイク発現の
確率｡ (文献５より)���� � �������������������� ％����������

������������������������������
�����������������������

����������������������������������������

図８. 単一運動単位のスパイク放電の持続的記録
(内側広筋)｡ (文献５より)

図９. 種々の単一運動単位の活動参加閾値張力の
変動｡ (文献５より)

図��. 長時間にわたる単一運動単位の活動参加閾
値張力の変動 (内側広筋)｡ (文献９より)



��������������������
種々の張力発揮勾配における２個の運動単位の

活動参加閾値張力の逆転についての図である (図��)｡ 活動参加閾値張力の異なる２個の運動単位
において���, ゆっくりと張力を増大させた際に
は２個の運動単位の閾値張力は異なっており���,
中等度の張力発揮勾配の際には同時に活動参加し���, 極めて素早い張力発揮の際には閾値張力が
逆転した���｡ また, ゆっくりと張力を増大する
と元に戻った���｡
張力発揮開始から運動単位が活動参加するまで

の潜時 (Ｔｌ) の対数と, 張力発揮勾配 (Ｇ) の

対数との関係についての図である (図��)｡ 両者
の関係はそれぞれの運動単位において直線関係を

示した｡ その直線の勾配を－１＋λとすると, λ

が正のときその運動単位の活動参加の特性は������(静的) であり, λが負のときその運動単
位の特性は������(動的) であると特徴づけられ
る｡

種々の運動単位の活動参加 (活動停止) 閾値の

対数と, 張力発揮勾配 (張力減少勾配) の絶対値

の対数との関係についての図である (図��)｡ 両
者の関係はそれぞれの運動単位において直線関係

を示した｡ その直線の勾配をλとすると, λが正

の時その運動単位の活動参加 (活動停止) の特性

は������(������) となり, λが負の時その運動単
位の活動参加 (活動停止) の特性は ������
(������) となる｡
運動単位の活動参加 (活動停止) の潜時(��),
活動参加 (活動停止) の閾値張力 (���), および
張力発揮 (張力減少) 勾配 (Ｇ) の絶対値の関係

式である (図��)｡�� � ������
この関係式が実験的に見出された｡

倉田：最終講義録 康寧を目指して

－���－

図��. 種々の張力発揮勾配における２個の運動単
位の活動参加閾値張力の記録｡ �；持続的
収縮時, �と�；遅い収縮時､ �；中等度の
収縮時, �；速い収縮時｡ (文献８より)

図��. 張力発揮開始から運動単位が活動参加する
までの潜時 (Ｔ１) の対数と, 張力発揮勾
配 (Ｇ) の対数との関係図｡ (文献８より)

図��. 種々の運動単位の活動参加 (活動停止) 閾
値の対数と, 張力発揮勾配 (張力減少勾配)
の絶対値の対数との関係図｡ (文献��より)



上式は下式に統一される｡������������� �����������������������������
運動単位の平均放電間隔 (τ－ ) とその標準偏差

(Ｓ) との関係図である (図��)｡ 強い収縮の際に
は放電間隔の標準偏差は小さく, 弱い収縮の際に

は大きくなる｡ 左偏した�����������(�����) と,
右偏した���������(�����) とに分かれるといわ
れる｡ 左偏した運動単位は, 大脳皮質からの支配

を強く受け, より����タイプであり, 右偏した運
動単位は, 脊髄からの支配を強く受け, より����
タイプであるといわれる｡

内側広筋の運動単位のτ－－Ｓ関係図である (図��)｡ �����と�����との間に, 中間的な�����
の存在が新たに認められた｡

上腕二頭筋の運動単位のτ－ －Ｓ関係図である

(図��)｡ �����と�����との間に, 中間的な�����の存在が新たに認められた｡
���������������������������������������
ネコの長母指屈筋 (������) とヒラメ筋 (���)
支配の運動神経の自己および交叉再神経支配によ

る運動単位の強縮張力 (�), 収縮時間 (����) お
よび疲労指数 (����) の三次元図である (図��)｡
(Ａ) ������自己再神経支配； 収縮時間は小さ
く, 疲労指数が大きい (疲労しやすい)｡

(Ｂ) ���交叉再神経支配； 収縮時間が小さく,

疲労指数は小さい (疲労しにくい)｡

(Ｃ) ���自己再神経支配； 収縮時間は大きく,
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図��. 運動単位の活動参加 (活動停止) の潜時
(Ｔ１), 活動参加 (活動停止) の閾値張力
(Ｆｔｈ), および張力発揮 (張力減少) 勾配
(Ｇ) の絶対値の関係式｡ (文献８���より)

図��. 運動単位の平均放電間隔 (τ－ ) とその標準
偏差 (Ｓ) との関係図 (τ－�Ｓ関係)｡ (文
献��より)

図��. 内側広筋の運動単位のτ－�Ｓ関係図｡ (文献
６より)

図��. 上腕二頭筋の運動単位のτ－�Ｓ関係図｡ (文
献７より)



疲労指数は小さい (疲労しにくい)｡

(Ｄ) Ａ, Ｂ, Ｃを重ねて表示したもの； 交叉

再神経支配した (Ｂ) では自己再神経支配した

(Ｃ) よりも, 収縮時間が小さくなっているが,

疲労指数は小さく(疲労しにくく)変わっていない｡������との交叉再神経支配によって, ���の運動
単位の収縮時間は短縮しても, 疲労抵抗性は残存

することが見出された｡

アメリカ, ＵＣＬＡの �����������との共同
研究である｡ ����������(������) に掲載された
ものである｡ 生理学で世界最高レベルの伝統ある

ジャーナルの一つに掲載されたことは, この上な

い喜びである｡

運動単位の３種のタイプにおける諸特性の図で

ある (図��)｡ �� タイプ, ��タイプ, および�
タイプの３種類である｡ 筋線維の組織化学的プロ

フィールは, ��, ���, および��の３種類で
ある｡ 運動神経細胞の大きさは, ��タイプから 順に大, 中, および小である｡ 単収縮の収縮時間

は, ��タイプから順に小, 中, および大である｡
疲労抵抗性は, ��タイプから順に低, 中, およ

倉田：最終講義録 康寧を目指して
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図��. 運動単位の３種のタイプにおける諸特性｡

(文献１より)

図��. ネコの長母指屈筋 (������) とヒラメ筋 (���) 支配の運動神経の自己および交叉再神経支配による
運動単位の強縮張力 (�), 収縮時間 (����) および疲労指数 (����) の三次元図｡ (Ａ)；������自己再
神経支配, (Ｂ)；���交叉再神経支配, (Ｃ)；���自己再神経支配, (Ｄ) Ａ, Ｂ, Ｃを重ねて表示｡
(文献２より)



び高である｡

我々の研究による成績を通覧すると,��������
のサイズ・プリンシプル では, Ｓ→ＦＲ→ＦＦ

タイプの順に活動参加するといわれているが, 必

ずしもそうではなく, 張力発揮の速さによっては

それが逆転する可能性があることが新たに見出さ

れた｡

大リーグのイチロー選手が初動負荷トレーニン

グをやっていることはよく知られているが, イチ

ロー選手の運動系では����タイプの運動単位が先
に活動していることもあり得ると思われるけれど

も, この点については未だ解明されていない｡�������������������������������
身体空間知覚能力は, 身体の空間を知覚する能

力 (視覚なし) であり, ３次元空間の中で, 身体

の各部位がどのように配置されているかを定位す

る能力のことである｡ これには, 前庭感覚, 筋感

覚, 関節感覚, 皮膚感覚などが関与している｡ 身

体空間知覚能力を測定する方法に, 関節可動域の

２等分割指示法と関節角度指示法とがある｡ これ

らの方法を用いて, ヒトの主観的な感覚を客観的

に観測し捉えて, その構造を推定することができ

る｡

図��は, 肩関節水平面における関節可動範囲の
２等分割能力の測定方法である｡ 肩関節水平面に

おいて, 水平屈曲限界と水平伸展限界のなす角度

の２等分割指示を��回行い, 各人の２等分割点か
らの偏倚の平均値と標準偏差を算出する｡ 感覚は

主観的なもので, 本人にしか分からず, それを客

観的に測定する方法で, 倉田が開発したものであ

る｡

図��は, ���名の看護学生の２等分割点からの
各人の偏倚 (度) である｡ 極めて個人差が大きく,

右腕における偏倚の中央値の方が左腕よりも大で

ある｡ 右腕における角度知覚の感度の歪みの方が,

左腕よりも大きいものと考えられる｡

図��は, ���名の医学部学生の２等分割点から
の偏倚 (度) である｡ 同様に個人差が極めて大き

く, 右腕における偏差の中央値の方が左腕よりも

大である｡ 右腕における感度の歪みの方が, 左腕

よりも大きいものと考えられる｡ 図��は, ���名
の看護学生における２等分割指示点の各人の標準

偏差 (度) である｡ 標準偏差も個人差が大きく,

右腕における標準偏差の中央値の方が左腕よりも

小である｡ 右腕における角度知覚の感度の方が,

左腕よりも高いものと考えられる｡

図��は, ヒトの肩関節水平面における身体空間
知覚の推定利得 (感度) についてである｡ 右腕に

おいては, 水平屈曲側での角度知覚の感度が水平

伸展側よりも極めて高く, 左腕においても, 水平

屈曲側での感度が水平伸展側よりも高いものと考
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図��. 肩関節水平面における関節可動範囲の２等

分割能力の測定方法｡ (文献��より)

図��. ���名の看護学生の２等分割点からの各人
の偏倚 (度)｡ (文献��より)



えられる｡ 右腕における感度の方が, 左腕よりも

えられる｡

ベニヤ板１枚 (����円) で, 論文が１本できた｡

����������������
図��は, ��名の看護学生における, 上腕の体前
部矢状面水平位および対側部前額面水平位での,

前腕の鉛直面および水平面における肘関節可動範

囲の２等分割点からの各人の偏倚 (％) である｡

体前部鉛直面, 体前部水平面, 対側部鉛直面, 対

側部水平面の全てにおいて, 中央値が伸展側に偏

倚した｡ 中央値の偏倚は, 水平面において鉛直面

よりも大であった｡ 肘関節における角度知覚の感

度は伸展側の方が屈曲側よりも高いことが考えら

れ, 感度の歪みは水平面の方が鉛直面よりも大き

いことが考えられる｡

図��は, ��名の健康成人における膝関節の関節
可動範囲の２等分割点からの各人の偏倚 (％) で

倉田：最終講義録 康寧を目指して
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図��. ���名の医学部学生の２等分割点からの各
人の偏倚 (度)｡ (文献��より)

図��. ���名の看護学生における２等分割指示点
の各人の標準偏差 (度)｡ (文献��より)

図��. ヒトの肩関節水平面における身体空間知覚
の推定利得 (感度)｡ (文献��より)

図��. ��名の看護学生における, 上腕の体前部矢
状面水平位および体側部前額面水平位での,
前腕の鉛直面および水平面における肘関節
可動範囲の２等分割点からの各人の偏倚
(％)｡ (文献��より)



ある｡ 股関節角度��度および０度において測定さ
れた, 膝関節における２等分割点からの各人の偏

倚 (％) の中央値は, 伸展側へ大きく偏倚した｡

偏倚の大きさは肘関節のおよそ２倍であった｡ 膝

関節における角度知覚の感度も伸展側の方が屈曲

側よりも高いことが考えられる｡ 感度の歪みは下

肢の膝関節の方が上肢の肘関節よりも大きいこと

が考えられた｡

図��は, ��名の体育学部学生における肩関節矢
状面での目標角度指示の偏倚 (度) および標準偏

差である｡ ０度, ��度, ��度, および���度の目
標角度指示を行った｡ ０度と��度の目標角度指示
では, 大きく水平方向へ偏倚し, ���度でも大き
く水平方向へ偏倚した｡ ��度では偏倚が小であり,
標準偏差も小であった｡ 肩関節矢状面においては,

水平方向における感度が高く, 水平方向への感度

の歪みが大きいものと考えられた｡

図��は, ��名の幼児における肩関節矢状面での
目標角度指示の偏倚 (度) および標準偏差である｡

０度, ��度, および���度の目標角度指示を行っ
た｡ ０度と���度の目標角度指示では, 大きく水
平方向へ偏倚した｡ ��度では偏倚が最小であった｡
標準偏差が大きく, 成人の約２倍であった｡ 肩関

節矢状面において, 幼児でも水平方向における感

度が高く, 水平方向への感度の歪みが大きいこと

が考えられた｡ 幼児における角度知覚の感度は

成人のおよそ１／２程度であることが考えられ

た｡

これらの成績を通覧すると, ヒトの身体空間知
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図��. ��名の健康成人における膝関節の関節可動
範囲の２等分割点からの各人の偏倚 (％)｡
(文献��より)

図��. ��名の体育学部学生における肩関節矢状面
での目標角度指示の偏倚 (度) および標準
偏差｡ (文献��より)

図��. ��名の幼児における肩関節矢状面での目標
角度指示の偏倚 (度) および標準偏差｡
(文献��より)



覚は個人差が極めて大きく, 上肢では体前部水平

位領域において身体空間知覚の感度が高く, 下肢

では伸展位領域の感度が高いものと考えられる｡

また, 身体空間知覚の感度に空間的な歪みが存在

することが考えられる｡

ヒトの身体空間知覚は, 日頃よく使い, 活動し

ているところの感度が高くなり, それによって感

度の歪みが生じるものと思われる｡ また, その歪

みの有り様が各人の個性であるともいえる｡

同じものに対して, 人の感覚は個人差が大きく,

人の感覚において, 感覚から知覚へ, 知覚から認

知へと質が高まる｡ また, 認知が意識を生じ, 意

識から考え方が生まれる｡ 人の感覚は個人差が大

きいので, 考え方に多様性が生まれ, 同じ状況で

も考え方が全く逆になることも往々にしてある｡���������������という金子みす
ずの詩があるが, 人はちがって, いがみ合うので

はなく, 人の社会では, 寛容さが大切であると思

われる｡

図��は, 大脳皮質体性感覚領野における感覚再
現部位である｡ 口と手が極めて大きい領域を占め

ている｡ 口と手の感覚神経細胞の数が多く, 感覚

の感度が高く鋭敏であることが窺える｡ ヒトが,

人類誕生からずっと２足歩行で手を使い, 言葉を

話して来たことによる進化の結果であると考えら

れる｡ ヒトの感覚において, よく使っていると

ころは知覚の感度が高く鋭敏になるものと思われ

る｡

図��は, 大脳皮質体性第一次運動領野における
運動再現部位である｡ 感覚領野と同じく, 口と手

が極めて大きい領域を占めている｡ 口と手の運動

神経細胞の数が多く, 運動が微細かつ巧妙にでき

ることが窺われる｡ 口八丁, 手八丁である｡ やは

り, ヒトが人類誕生からずっと２足歩行で手を使

い, 言葉を話してきたことによる進化の賜である

と考えられる｡ ヒトの運動においても, よく使い,

よくトレーニングしているところは, 運動の巧緻

性が高まり, 巧くなるものと思われる｡

人の脳も身体も, よく活動し, 努力してよく鍛

錬すれば, その機能が高くなるものであることは

間違いないものと思われる｡

��������������
古いことわざに, ��������������� �����������������������������������������
(知っていることの最大のものは, 知らないこと

の最小のものである) というのがある｡ これは,

知識基盤社会である現代でも当てはまる｡

芝山秀太郎学長の命を受けて, ２期４年間, 副

学長の大役を務めさせて頂き, 遠山プランや法人

化で大学激動の時代を過ごしてきて, 大学がどう

あるべきかを考えざるを得なかった｡
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－���－図��. 大脳皮質体性感覚領野における感覚再現部
位｡ (文献��より)

図��. 大脳皮質体性第一次運動領野における運動
再現部位｡ (文献��より)



大学は, 言うまでもなく, 高等教育機関である｡

高等教育機関では, 教育と研究がその機能の中心

となる｡ 教育と研究による社会貢献が大学の使命

である｡������������ 中央教育審議会答

申 (����, ����) がある｡ その趣旨は, 中長期的
(����－����) な高等教育のグランドデザインを
示すことである｡

基本的考え方として；��世紀は ｢知識基盤社会｣ ����������������������の時代
高等教育は, 個人の人格形成上も国家戦略上も

極めて重要

国の高等教育システムや高等教育政策の総合力

が問われる時代

国は, 将来にわたって高等教育に責任を負うべ

き

｢高等教育計画の策定と各種規制｣ の時代か

ら ｢将来像の提示と政策誘導｣ の時代への移

行；ということが示されている｡

将来像の主な内容として；

Ⅰ�高等教育の量的変化の動向
大学全入時代, ｢ユニバーサル・アクセス｣

の実現

Ⅱ�高等教育の多様な機能と個性・特色の明確化
全体として多様化, 個性・特色を一層明確化

Ⅲ�高等教育の質の保証
国際的通用性, 質の保証, 認証機関による第

三者評価システム

Ⅳ�高等教育機関のあり方
公共的役割・社会的責任, ｢課程｣ 中心の考

え方, 教員組織のあり方

Ⅴ�高等教育の発展を目指した社会の役割
公財政支出の拡充, 民間資金の積極的導入,

多元的ファンデイング・システム,

社会全体での取り組み； が必要である

と述べられている｡

大学全入時代を迎えて, 高等教育が大衆化され

てきている｡ その結果, 学部では高等教育の基本

を学習し, 大学院で専門性を修得するというよう

に変わってきている｡������������������������������� 中央教育審議会答申

(���, ����) がある｡
国際的に魅力ある大学院教育に向けて；

大学院教育の実質化, 国際的な通用性・信頼性

の向上

新時代の大学院教育の展開方策

コースワークの充実・強化, 産業界等との連携,

環境改善・流動性拡大

大学院教育の改革を推進するための計画と社会的

環境の醸成

取り組むべき施策, 社会的環境の醸成；が必要

であると述べられている｡

今後, 大学院教育を充実することが肝要である｡������������
本学は, 我が国唯一の国立の体育大学であると

いう特色を持っている｡ そして, ��������と����������を個性に掲げている｡
これらは, 専門教育 (職業教育) によって育まれ

るので, その高度化が必要となる｡ 現代社会は混

迷を深めている｡ そこで今, 大学に強く求められ

ているのは, ��������である｡ これは,
責任ある市民になるための教育であるリベラルアー

ツ (教養教育) によって育まれるものである｡ こ

れを本学の第３の個性にすることが重要であると

思われる｡���������������
人生��年時代に, ��年足らずの者が人生につい
て述べることは, 不遜の誹りを免れないが, こう

在りたいという願いとして述べさせて頂きたい｡����；慈愛の心を持って, 高い技能を発揮
する｡ 思いやりの心が大切であると思う｡
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����；全力で努力して, 持って生まれた資
質を最大限に発揮することは, これ以上はないと

思われる｡��；健康にして安寧であること｡ 健康で平和
を目指したいと思う｡�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �
この最終講義録は, 平成��年２月９日に開催さ
れた ｢最終講義｣ (倉田 博) を取り纏めたもの

です｡ ご多忙にもかかわらず ｢最終講義｣ に参加

して頂いた方々に深謝するとともに, 企画して頂

いた実行委員会の皆様方に感謝申し上げます｡

皆様の康寧と, 鹿屋体育大学の益々の発展を祈

念します｡��
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